
　　　　

8 時 30 分から 18 時 0 分まで あり
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ション

人間関係
社会性

事業所名 ハートランド豊田の杜 支援プログラム 作成日　　　　R6年　　　10月　　　21日

法人（事業所）理念
　私たちは、多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう創意工夫することにより、利用者が個人の尊
厳を保持しつつ心身ともに健やかに育成され、又その有する能力に応じ自立した日常生活を地域社会において営むことができるよう支
援します。

支援方針

・障がいのある方の夢の実現を一緒に考え支援します。
・障がいのある方の地域参加、地域移行に努めます。
・地域の活動に参加し地域に根差した施設づくりをします。
・１人１人と常に笑顔で向き合います。
・自ら夢を持ち自分らしく生きることを実践します。
・仕事に対し誇りと感謝の気持ちを持ちます。

営業時間 送迎実施の有無 平日のみ（条件有り）

支　援　内　容

本
人
支
援

・利用時の健康チェック（毎利用時の検温。連絡帳、引渡しの際の体調の確認）
・日常生活動作、自立生活支援（食事、排泄、歩行などの基本的日常生活動作の習得の他、身支度、手洗い、清掃など生活習慣を身に
付ける練習）
・健康状態、生活状況等の把握（面談で聞き取りし１年毎に情報を更新）
・おやつ作り（作る、味わうを楽しむ。火気、刃物の危険を知り、安全な道具の扱いを学ぶ）
・障がい特性に配慮した環境整備（気が散る物、誤飲や怪我に繋がる物を置かないなど刺激の少ない安全な環境作り。日々の安全点
検）

・トランポリン、バランスボール、ふれあい体操、足浴、マッサージ（姿勢保持。緊張の緩和。拘縮や変形の予防。皮膚感覚への刺
激。身体イメージの認識）
・散歩、歩行、立位練習（筋力・体力の維持や強化。姿勢保持）
・外遊び、外出、プール、レクリエーション（遊びの中で楽しく体を動かす。自然の物に触れ感覚を刺激）
・音楽（楽器の感触や音を楽しむ。リズムに合わせダンス、体操、手遊び、トランポリンで体を動かす。音やタイミングに合わせて声
を出す）
・創作（季節に応じた物を作る中で手先を使う。のり、ボンド、絵の具等の様々な材質に触れる）
・作業（缶潰し、箸入れ、キャップ回収等、手先や体を使って一定時間集中して取り組む）
・棒さし、紐通し、手芸、ブロック、パズル等（指先を使うトレーニングや遊び）
・感覚過敏の方への環境調整（静かな別室を用意。パーテーションの活用。他利用者との相性等の調整）

・初め、終わりの会で活動内容等を確認（日付、天気、友だち、職員、活動を絵や写真カードを利用して活動の把握、確認）
・活動の切り替えや活動内容を理解を促す（写真、絵カード、タイマー等の活用）
・不適応行為を減らし良い行為を強化（原因になる物、事を避ける除く、他に気をそらす。注意、禁止を簡潔に伝えたり提示する。見
本を見せたり、一緒にやってみたりし望ましい行為に誘導。できた時は大いに褒める）
・レクリエーション（集団遊びを通じ、順番を待つ、相手に譲る、我慢する等を体験的に学ぶ）
・散歩、外出行事（視覚、聴覚、触覚等を刺激し、季節の変化への興味など感性形成を促す）
・作業（作業工程や注意事項を写真で分かりやすくし、一定時間集中して取り組む）
・交通安全教室（絵カードや動画で、危険行為や信号が表す意味を知り、交通安全の基本の「止まる・見る・待つ」を学ぶ）

・初め、終わりの会（司会を担当し言語の表出。名前に対して返事、挙手、ハイタッチなど返答の支援）
・意思伝達方法、自己選択の支援（写真・絵カード、指差し・タッチ、サイン、ジェスチャー、手話の活用と習得）
・気持ちの理解（表情、仕草、目線、声、様子などから思いを汲み取り、気持ちを代弁）
・文字を書く練習（鉛筆の持ち方、正しい姿勢の保持。なぞり書き、運筆練習）
・絵本の読み聞かせ（声のトーンや速さ、絵や文字を指さし興味関心を持たす。問いかけなどでやり取りを楽しむ）
・挨拶、報告練習（買い物時の挨拶。作業時等の報告練習）

・アタッチメントの形成（声掛けやスキンシップ等の日々の関わりを通じて、安心感や信頼感を育む）
・お出かけ、買い物、散歩（地域の人や社会に興味、関心を持つきっかけ作り。社会のマナー、交通ルール、買い物の仕方を体験的に
学ぶ）
・レクリエーション（他者を意識し協力する。欲求、感情、行動のコントロールをしルールを守る）
・美化活動（ゴミ拾い散歩。地域貢献の一助となるよう町を綺麗にし、ゴミを捨てない意識を育む）
・買い物、作業（挨拶や報告練習）

主な行事等

・季節にちなんだ創作・レク
・買い物
・お出かけ
・おやつ作り
・プール
・収穫体験
・秋祭り（自由参加）

家族支援
・半年に1度、話し合う機会を持つ
・家庭状況、ニーズに合わせての延長支援
・相談支援員との連携

移行支援

・ライフステージの切り替えを見据えての目標設定
と実践
・家族への進路についての相談
・進路先との情報共有
・外出行事等を通じて地域と関わる機会の提供

地域支援・地域連携
・他事業所との情報交換
・相談支援事業所との情報交換及び連携
・民生委員の協力

職員の質の向上

・施設内・外の研修への参加
・新人教育プログラム
・資格取得
・虐待防止のセルフチェックの実施


